
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
梅
を
見
て

桜
見
終
わ
り

腹
団
子
）
（
単
身
で

た
ま
の
帰
省
が

ま
た
き
た
の
!!) 

（
遺
伝
子
を

組
み
か
え
た
い
と

子
に
言
わ
れ
）
（
年
ご
と
に

目
肥
え
耳
肥
え

婚
期
超
え
）

が
報
告
さ
れ
た
。
報
告
要

を
は
、
①
相
談
受
付
件
数

は
５
８
２
件(

昨
年
度
５

５
６
件)

、
②
相
談
傾
向

と
し
て｢

夫
婦
関
係｣

｢

心

の
悩
み｣｢

労
働
関
係｣｢

消

費
生
活
関
係｣｢

家
庭
関

係｣

が
多
い
、
③
月
別
相

談
件
数
は
昨
年
度
と
同
じ

傾
向
、
④
チ
ラ
シ
が
相
談

に
つ
な
が
っ
て
い
る
事
な

長
岡
地
区
労
働
者
福
祉

協
議
会(

以
下
、
長
岡
地

区
労
福
協)

は
、
４
月
26

日(

木)

の
午
前
中
に
長
岡

市
の
山
崎
副
市
長
を
訪
ね

て
、｢

マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル

に
か
つ
！｣

と
い
う
冊
子

の
全
戸
分
を
目
録
と
し
て

(1)第748号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2012年5月1日

え
る
が
、
公
助
・
共
助
の

必
要
性
を
感
じ
事
業
継
続

し
て
い
き
た
い｣

等
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。

最
初
に
事
務
局
か
ら

11
年
度
事
業
実
施
状
況

理
事
会
開
催
に
あ
た
り

矢
島
理
事
長
は｢

こ
れ
ま

で
は
市
民
に
ど
れ
だ
け
認

知
し
て
も
ら
う
か
に
力
点

を
お
い
て
き
た
。
様
々
な

問
題
を
抱
え
る
時
代
と
言

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

連
合
新
潟
第
６
回
執
行

委
員
会
が
、
４
月

18
日

(

水)

の
午
後
開
催
さ
れ
、

齋
藤
会
長
あ
い
さ
つ
の

後
、
事
務
局
報
告
を
確
認

し
た
。

ま
た
、
会
議
で
は
２
０

１
２
春
季
生
活
闘
争
妥
結

ミ
ニ
マ
ム
基
準
額
を｢

賃

金
カ
ー
ブ
維
持
・
相
当
分

の
４
５
０
０
円
以
上
」

(

賃
金
カ
ー
ブ
水
準
が
４

５
０
０
円
に
満
た
な
い
単

組
も
４
５
０
０
円
を
め
ざ

す)

に
す
る
設
定
を
確
認

し
た
。
そ
の
他
に
、
メ
ー

デ
ー
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

平
和
行
動
参
加
者
等
が
決

定
し
た
。

第
２
回
連
合
新
潟
組
織

財
政
確
立
検
討
委
員
会

が
、

18
日(

水)

午
前
に

開
催
さ
れ
た
。

委
員
会
で
は
、
第
１
回

委
員
会
の
確
認
と
追
加
資

料
の
説
明
が
さ
れ
た
。
ま

た
、
現
状
の
組
織
人
員
、

組
織
拡
大
、
専
従
役
職
員

体
制
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

つ
い
て
社
会
的
認
知
度
を

高
め
る
事
等
を
目
標
と
し

て
い
る
。
労
福
協
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
が
、
新
し

い
公
共
の
担
い
手
と
な
り

え
る
よ
う
に
力
量
を
つ
け

て
い
き
た
い
」
等
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

早
速
、
研
究
委
員
会
主

査
を
務
め
た
高
木
郁
朗
氏

(

日
本
女
子
大
学
名
誉
教

授)

が
、｢

協
同
組
合
の
新

た
な
展
開
～
連
帯
経
済
の

担
い
手
と
し
て
～｣

報
告

書
の
内
容
が
提
起
さ
れ
、

協
同
組
合
が
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
を
超
え
て
社
会
的

企
業
と
し
て
活
動
す
る
必

要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
ま

た
、
報
告
会
に
は
２
団
体

の
実
績
報
告
が
あ
っ
た
。

特
に
若
者
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
や
ネ
ッ
ト
被
害
が
ら
多

重
債
務
に
陥
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
、
少
し
で
も
役

に
立
っ
て
ほ
し
い
。

と
し
て
い
る
。
国
際
協
同

組
合
年
は
、
協
同
組
合
に

出
雲
崎
町
を
訪
問
し
目
録

を
寄
贈
し
た
。
早
速
、
見

附
市
で
は
新
成
人
の
皆
さ

ん
に
配
布
さ
れ
る
模
様
で

あ
る
。

新
潟
県
労
働
者
福
祉
協

議
会
主
催
の
中
央
労
福
協

｢

協
同
組
合
の
新
た
な
展

開
に
関
す
る
研
究
委
員
会

報
告｣

勉
強
会
が
４
月
25

日(

水)

の
午
後
に
新
潟
市

で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
国
連
が
定
め
た

｢

国
際
協
同
組
合
年｣

で
あ

り
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

江
花
労
福
協
会
長
は｢

労

福
協
は
労
働
組
合
と
協
同

組
合
を
主
要
な
構
成
団
体

ど
が
報
告
さ
れ
承
認
と

な
っ
た
。
続
い
て
事
業
計

画
案
が
審
議
さ
れ
、
①
相

談
受
付
態
勢
の
強
化
、
②

相
談
事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
強

化
、
③
応
援
団
と
の
連

携
、
④
サ
ポ
ー
ト
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
の
４
本
柱
と

｢

心
と
身
体
を
守
る
セ
ル

フ
ケ
ア
事
業｣

の
継
続
等

を
決
定
し
た
。

寄
贈
し
た
。

こ
の
冊
子
は
、
近
年
急

増
し
て
い
る｢
オ
レ
オ
レ

詐
欺｣

や｢

架
空
請
求｣

ま

た
は
悪
質
商
法
の
被
害
に

あ
わ
ず
、
住
民
の
安
心
安

全
な
生
活
を
願
っ
て
寄
贈

し
た
も
の
。

寄
贈
に
あ
た
り
矢
島
長

岡
地
区
労
福
協
会
長
か
ら

山
崎
副
市
長
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
た
。
冊
子
は
架
空

請
求
・
不
当
請
求
や
ネ
ッ

ト
に
潜
む
落
と
し
穴
等
を

漫
画
を
入
れ
な
が
ら
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
あ

る
。
連
休
明
け
に
は
各
世

帯
に
届
く
予
定
だ
。

27
日
に
は
見
附
市
と
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な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
会
開
催

２
０
１
２
年
度
事
業
計
画
案
等
を
審
議
す
る

11
年
度
相
談
受
付
・
心
と
身
体
を
守
る
セ
ル
フ
ケ
ア
の
事
業
報
告
確
認

長
岡
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

冊
子｢

マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
か
つ
！
」を
寄
贈

な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(
以
下
な

が
お
か
Ｌ
Ｓ
Ｃ)

理
事
会
が
４
月
26
日(

木)
午
後
に

勤
労
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
理
事
会
で
は
、

11
年

度
相
談
受
付
状
況
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
報
告
な
ら

び
に
12
年
度
事
業
計
画
案
等
が
審
議
さ
れ
た
。

中
央
労
福
協
・
２
０
１
２
国
際
協
同
組
合
年
事
業

協
同
組
合
の
新
た
な
展
開
に
関
す
る
研
究
委
員
会

映
画
『
連
合
艦
隊
司
令
長
官

山
本
五
十
六
』
の
上
映
が
終

わ
っ
た
。
地
元
の
長
岡
は
、
全

国
一
の
観
客
動
員
と
の
こ
と
で

観
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
う
▼

感
想
も
様
々
だ
と
思
う
が
、
良

か
っ
た
な
と
思
う
点
を
一
つ
あ

げ
れ
ば
、
こ
の
映
画
は
人
々
を

煽
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
も

取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
。
日
独

同
盟
を
推
し
進
め
て
世
の
閉
塞

感
を
打
ち
破
る
べ
し
と
主
張
す

る
東
京
日
報
の
主
幹
に
対
し
、

山
本
五
十
六
が
「
閉
塞
感
を

煽
っ
て
い
る
の
は
あ
な
た
方
で

は
な
い
で
す
か
」
と
切
り
返
す

場
面
は
現
在
に
も
通
じ
る
も
の

が
あ
る
と
思
う
▼
戦
前
、
戦
時

中
、
新
聞
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

は
言
論
弾
圧
を
受
け
た
被
害
者

と
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
は

満
州
事
変
か
ら
戦
争
拡
大
を

煽
っ
て
、
新
聞
の
部
数
を
大
幅

に
増
や
し
て
い
る
。
昨
年
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
放
送
し
た
「
日
本
人
は
な

ぜ
戦
争
に
向
か
っ
た
の
か
」
で

も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
を
取

り
上
げ
て
い
て
、
本
に
も
な
っ

て
い
る
▼
こ
の
中
で
終
戦
時
に

新
聞
の
戦
争
責
任
を
感
じ
て
朝

日
新
聞
を
退
職
し
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
む
の
た
け
じ
さ
ん
の

言
葉
が
本
質
を
突
い
て
い
る
。

「(

戦
争
を)

や
ら
せ
な
い
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
簡
単

な
こ
と
で
す
。
現
実
の
世
界
で

な
に
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
。

ア
メ
リ
カ
が
、
中
国
が
、
あ
る

い
は
ロ
シ
ア
が
、
そ
の
他
の

国
々
が
何
を
思
っ
て
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
現
実
を
、

こ
れ
を
正
直
に
お
互
い
に
知
ら

せ
合
う
こ
と
で
す
よ
」
静
か
に

事
実
を
伝
え
る
よ
り
も
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
情
報
を
発
信

し
て
世
論
の
支
持
を
受
け
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
し
た

今
の
方
が
危
う
い
気
が
す
る
。

副議長

横澤 勝之≪№76≫

   東蔵王２

連
合
新
潟

第
６
回
執
行
委
員
会

第
２
回
連
合
新
潟
組
織

財
政
確
立
検
討
委
員
会


